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[緒言]プラスチックシンチレータ（PS）は，

ポリスチレンやポリビニルトルエンなどのポリ

マーを溶媒とし，蛍光体を溶質とするものであ

り，その高速応答性ゆえに高係数率測定に優れ

るという長所をもつ．一方，Cや Hといった軽
元素で構成されるため，高エネルギーX 線に対
する検出効率の低さという欠点をもつ．我々は，

PSへの Hf（Z = 72）添加によって，同シンチレ
ータ本来の高時間分解能を損なうことなく，検

出効率を向上させることに成功してきた．本研

究では，さらなる性能向上を企図し，実績のあ

る Hf 10 wt%添加 PSにおいて，有機蛍光体濃度
の最適化を試みた． 

[実験方法] ポリスチレン,ハフニウムジクロ
リドオキシド八水和物,フェニルトリメトキシ
シランをテトラヒドロフランとメタノールの混

合溶媒に溶解した．有機蛍光体である 2-(4-tert-
ブチルフェニル)-5-(4-ビフェニル)-1,3,4 オキサ
ジアゾール（b-PBD）を，スチレンモノマーに
対して 0.05, 0.1, 0.5, 1.0, 3.0, 5.0mol%となるよう
に添加し，直径 1mm程度の穴を開けたアルミフ
ォイルで覆い，50°Cで 1週間程度かけて溶媒を
蒸発させた．なお，生成物全質量に対する Hf
の重量比を 10wt%に調整した．得られた試料に
つき，X線（67.41 keV）を照射した際の時間分
解能と波高スペクトルを測定した． 

[実験結果]Table.1 に，時間分解能曲線（Fig.1）と，波高スペクトル（Fig. 2）から算出した時間
分解能，発光量（Reference : EJ256），および（NaI:Tl 厚さ 5 mmの検出効率を 100%とした）検出
効率を示す．検出効率は，蛍光体濃度の増加と共に向上し，b-PBD 5.0mol%試料では市販品の Pb 5 
wt%添加 PS（EJ256）の 1.7倍程度である 5.2%を示した ．他に比して特異的に小さな値を示した
b-PBD 3.0 mol%試料については，測定時に X線ビームが適正に照射されなかった可能性が疑われ
る．発光量は，b-PBD 3.0mol%試料で最大値 6200 photons/MeVを示した．b-PBD 5.0mol%試料につ
いては，自己吸収による発光阻害が考えられる．時間分解能は，有機蛍光体濃度の増加に伴い向

上した．これは，低濃度添加試料に比した高濃度添加試料での，母材から b-PBDへのエネルギー
付与の効率化を示すものであろう． 

 
Fig. 1 Time profiles of detection signals． 

 
Fig. 2 Pulse Height Spectra 

Excitation Source: X-ray (67.41 keV) 

Table 1 Detection Efficiency, Light Yield  

 and Time Resolution． 
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